
  
地区景観計画（基準）の作成について（作成例） 

 

建築物の意匠、形態について以下の内容を⽬標として、各地区で基準を設定します。基

準設定の際には地区として｢絶対に排除したいこと（規制）｣、｢出来ればこうしたいこと

（⽬標・誘導）｣に分けて検討を⾏います。 

 

○○⽥園地区景観運⽤基準 

１ 屋根の形状 

勾配屋根とします。ただし、特別の事情により勾配屋根に出来ない場合は、屋根飾り

等の⼯夫により調和を図るものとします。（規制） 

２ 階数 

３階建て以下とします。ただし、道路から⼗分後退し、沿道景観に配慮した場合はこ

の限りではありません。（規制） 

３ ⾊彩 

建物の屋根や外壁などの主要な部分は、地区の落ち着いた街並みを保全・育成する効

果のある⾊彩を基調とし、アクセントカラー等については周辺の景観に配慮したものと

します。 

明らかに集落の景観となじまない⾊彩は｢絶対に排除したいこと（規制）」とします。 

 

 R・YR系/彩度6以下 Y系/彩度4以下 その他/彩度2以下（規制）  

 

（外壁）（例） 

ｱ） ⾊相（R）範囲の明度（6）以上（9）以下で彩度（3）以下（⽬標・誘導） 

ｲ） ⾊相（YR）範囲の明度（6）以上（9）以下で彩度（4）以下（⽬標・誘導） 

ｳ） ⾊相（Y）範囲の明度（6）以上（9）以下で彩度（3）以下（⽬標・誘導） 

ｴ） ⾊相（N）範囲の明度（6）以上（8）以下（⽬標・誘導） 

ｵ） ⾊相（その他）の明度（6）以上（8）以下で彩度（1）以下（⽬標・誘導） 

（屋根）（例） 

ｱ） ⾊相（全）範囲の明度（2）以下で彩度（1）以下（規制） 

 

 

 

 

 

 

⼟、⽊、レンガ等の⾃然系素材を⽤いる場合は上記の限りではありま

せん。⾃然系素材には⼈⼯材及び⼈⼯的な着⾊によって⾃然の⾊彩を

再現した材料は除くものとします。 



  
4 垣または柵の構造に関する制限 

道路に⾯する垣⼜は柵の構造は原則⽣垣とする。 

5 その他集落景観を守る基準 

○○池の景観保全のため、⽔質管理を⾏う。⽥園⾵景を維持するために放棄⽥の管理

を⾏う。 

6 ⼿続き・協定等 

建築物の建築をしようとする者は、まちづくり協議会に建築計画書を提出し、同協議会

が建築物が地区景観基準に適合している、⼜は建築デザインとして処理されている等、

運⽤基準同等以上に景観に配慮されていると判定を受け、同協議会と協定を締結後に建

築に着⼿するものとする。 

注：市は、まちづくり協議会が判定等を⾏うに際し必要とする場合は、景観アドバイザー

の派遣等必要な⽀援を⾏います。開発許可の場合には まちづくり協議会と協定を結ぶ旨

の誓約書を市へ提出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



  
（参考4-1）特別指定区域制度の活⽤と地区景観形成計画について 

 

特別指定区域制度の活用と地区景観形成計画について 

各まちづくり協議会において作成した景観基準をもとに、⽥園まちづくり計画に基づく

まちづくりを促進し、景観形成に対する住⺠の意識の醸成を図りつつ、｢加古川市景観まち

づくり条例｣に基づく、｢景観形成地区（景観の形成を図る必要のある地区）、⾵景形成地

域（⾵景の形成を図る必要のある地域）｣の指定を⽬指して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

まちづくり協議会（作成主体） 

地区景観形成基準 

・ 位置（建築物の位置、眺望の確保

等） 

・ 規模 

・ 意匠、⾊彩（屋根、壁⾯、設備等） 

・ 材料 

・ 照明の⽅法、⾊彩 

・ 敷地（造成、法⾯処理等） 

・ 植栽 

・ 駐⾞場 

田園まちづくり計画 

1．景観形成地区指定の発意 

（地区による協定） 

2．景観形成地区指定案作成 

3．指定案の公告・縦覧（2週間） 

4．意⾒書提出（地区住⺠・関係者

6．都市計画審議会 

7．景観形成地区指定の告⽰・縦覧 

5．景観専⾨家会議 

（地区指定手続き） 

田園まちづくり景観基準 

※ 将来的に｢加古川市景観まちづくり条例｣に基づく｢景観形

成地区｣の指定を⽬指します。 

※ 地区の指定を受けると各種の助成制度が受けられます。 



  
（参考4-2）道路整備協定に基づく狭あい道路の拡幅整備 

密集市街地等における４ｍ未満の狭あい道路を拡幅整備するため、沿道関係住⺠と市が

協定を結び、防災機能の向上と地域の活性化等を図る。 

◎対象道路市道及び地域の防災性と利便性の向上が⾒込まれ、かつ通り抜けしている道等。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①道路整備協定 
②建替え時の敷地単 
位での後退整備 

③沿道の後退が全て
完了・道路整備着手 

・沿道住⺠と市が拡幅計
画、整備条件、具体の⼿続
き 等 に 関 す る 協 定 を 締
結。  

・所有者、隣接者の同意を得
て、市が道路状に簡易整備
（舗装等）。 

・⾨塀等の⽀障物は撤去。 
・部分的な拡幅整備でも、退
避空間が確保され、道路交
通機能が改善される。 

・協定に基づき、市が道路
整備を⾏う。 

 
 


